
（１）屋外広告物地域ルール／工事中の魅力付け

工事中の仮囲いを活用し、サッカー日本代表新ユニフォームのPRを、憲章ボードや東口地下広場と連動させ、初めて街一体的に展開。
また、五街区施設の写真やエリマネ活動のポスターなど、情報発信による景観の美装化を実施し、変化し続ける渋谷のイメージを発信。
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【西口仮囲いを活用したエリマネ情報発信】

【工事中の仮囲いを活用した一体的広告展開：adidas（2022年9月）】

<シブヤ・アロープロジェクトの取組>
公共空間の課題である落書き防止・景観形成の取り組みとして、発災時に一時的に退避する
一時退避場所の位置・方向を矢印サインで示すアート施策「シブヤ・アロープロジェクト」に協力し、
仮囲いや広告掲出スペースの装飾・美装化を実施予定。
■連携先：NHKエンタープライズ、ブラジル大使館
■時期 ：10月下旬以降順次展開予定
■場所 ：旧東横店西面仮囲い・西口仮囲い・渋谷マークシティ跨道橋支柱

<工事中の仮囲いの一体的な広告展開>

【NHKエンタープライズ連携】 【ブラジル大使館連携】

渋谷駅前エリアマネジメントの活動状況

１．2022年度 上期活動状況
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（２）広場の利用／防災・防犯（東口地下広場）

②イベント：8/7『Shibuya Sustainable Energy 2022』

2

発電床上のキッズダンスパフォーマンス等を通して、楽しくカーボンニュートラルを体験。
親⼦、友達同⼠で、遊びながら環境問題を考えるきっかけをづくりとなるイベントを展開。

渋谷駅前エリアマネジメントの活動状況

③浸水対策訓練の実施

④テロ対策訓練の実施

2022年8月24日、渋谷警察署主催
のもと、渋谷駅係員や警備員他が参加し、
不審物件や不審者対応の訓練を実施。

①文化振興プロジェクト

2022年7月13日、渋谷駅東口地下
広場にて浸水実働訓練を実施。
発災時の避難誘導経路の確認や、
浸水防止資材（止水版）の設置
確認など、実働形式の訓練を行う
ことで、課題分析や改善方法の検討
を実施。

東口地下広場を舞台に撮影した、渋谷慶一郎氏による映像作品
を2022年10月4日よりATAK WEBサイト等にて公開
カルチャーの拠点「渋谷」から発信した人間とアンドロイドが共存する
新たなアート作品として、リリース配信

■主催：公益社団法人東京青年会議所
■後援：渋谷区・東京都環境局
■協賛、協力：NTTドコモ他

＜SHIBU HACHI BOX観光ツアー開催＞

10月1日より、渋谷の街を知ってもらう取り組みや、

地元の方々にさらに街を好きになってもらう取り組み

強化としてオリジナル観光ツアーを開始。

■渋谷の人気のスポットや文化に触れるツアー
■渋谷のディープなスポットや歴史に触れるツアー
（開催予定）

（３）観光
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２．2022年度 下期活動計画

＜ワークショップとアートを通じた社会課題の発信＞

■主催：（一社）渋谷駅前エリアマネジメント、TokyoDex、STREET ART LINE PROJECTとの共催
■時期：2022年10月14日にワークショップ、2022年12月以降順次アート展開（予定）

2023年の渋谷駅前エリアマネジメント協議会の10周年、まちびらきⅢ期（桜丘口開業）というまちが大きく変わるタイミン
グに向けて、視覚障碍者を含め、Diversity&Inclusionをテーマにワークショップ&情報発信。
ワークショップをふまえ、アーティストにより渋谷駅東口地下広場の広告板や、渋谷スクランブルスクエアの誘導用ブロック等で

装飾予定。

（１）情報発信／工事中の魅力付け

■主催：（一社）渋谷駅前エリアマネジメント、TokyoDexとの共催
■時期：2022年10月末（予定）

「若手アーティストに活躍の場を提供」を掲げる
TokyoDexと共催で、工事中の賑わい創出を目的とし、
渋谷駅西口の仮囲いでのライブアートを実施予定。

＜シブヤ大学連携「しぶやをつくるゼミ」＞<渋谷駅西口の工事中仮囲いライブアート>

※ TokyoDex：ウォールアートの専門合同会社。
若手アーティスト育成を掲げる「Mural Rookies Project」の
一環で共催

NPO 法人シブヤ大学と連携した市民参加型のまちづくり活動

■第１期：企画の実現
東口地下広場に渋谷の地図と人々の『感情』を表すことで、
来街者と来街者の新しいコミュニティを創出する試み

■第２期：企画予定
・第１期で、目標としていた「渋谷の
まちの関係人口・担い手の創出」
について、一定の成果が得られた
ことから、第２期の開講を予定。
・第２期の企画案や運営スキームに
ついて協議中。
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【これまでの取り組み】

渋谷駅の大規模再開発計画の完成に向けて、2017年に「渋谷駅前サインガイドライン策定委員会」、2019年に「渋谷駅前サインガイドライン運営員会」を
設置。渋谷駅および周辺施設を対象範囲とし、世界に開かれた生活文化の発信拠点・渋谷にふさわしく、初めて訪れる人にも分かりやすい案内誘導の実現
に向けて、「渋谷駅前サインガイドライン」に基づき、様々な取り組みを実施。

<主な取り組み>

■地下出入口番号の振り直し
地下を４エリアに分け、アルファベットと数字を組み合わせて表記し、行き先
から出入口への動線を分かりやすく設定。

■サイン表記ルールの統一
地上での誘導表記、地下での誘導表記のレイアウトルールを決め、駅名、路
線名、ピクトグラム、出口、広場など統一。

■結節広場の設置・シンボルマークの制作
地上においてターミナル内の構造や街の方向性を把握させるため、駅と街との接点
となる空間を「結節広場」と位置づけ、移動経路や情報を集約化した案内誘導を
実施。また結節広場のシンボルマークを制作し、サインに明記することによって街の
方向を分かりやすく表現。

■バリアフリー対応
駅構内におけるエレベーターの位置情報を分かりやすく表記。車椅⼦利用者から
見やすい設置位置にて共通化。

渋谷駅前エリアマネジメントの活動状況
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３．サイン整備状況
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<主な取り組み>

■周辺案内・ターミナル案内の掲出
周辺案内は、行動拠点となる渋谷駅からおよそ2キロ四方を対象範囲として
掲出。
ターミナル案内は、平面案内図と駅特有の階層構造を理解できる断面図と
で構成。

渋谷駅前エリアマネジメントの活動状況

■多言語表記の対応
日本語、英語の二ヶ国語表記を原則とし、表示の視認性や判読性を考慮
してその他言語を表記することを推奨。

■サインの色彩の改善
情報内容の識別性を高めるため、情報ごとに色彩を分け、都市の景観構成
物としても統一感のあるデザインとなるよう改善。

【今年度活動計画】

（1）桜丘口再開発竣工に向けた結節広場シンボルマーク制作

（2）歩行者ネットワークでつながるサイン連続的展開ルールの制作

（3）更にわかりやすいサイン案内に向けた対応計画の検討
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【周辺案内】 【ターミナル案内】
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